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1 はじめに

本稿ではバングラデシュ・チッタゴン丘陵ではなされるチャック語

（チベット・ビルマ語派ルイ語群）のことわざを紹介する。このことわ

ざは、チャック文化についてかかれたMong Nu Cing［1998］に紹介さ

れているものを基本としている。訳出には、筆者にチャック語をおし

えてくれているオン・トワイン・ギョー・チャックさん（PoN thwáiN gyo

caP: 1979生、バイシャリ出身）の協力をえた。

チャック語についての先行研究としては文法の網羅的記述である藤

原［2008］のほか、辞書として Huziwara［2016］がある。

2 表記上の注意

本稿におけるチャック語は筆者による音素表記である。

チャック語の音素は/p, ph, b, t, th, d, c, ch, j, k, kh, g, P*, á, â, v, s, S, h,

m, n, N*, l, r**, w**, y**; i, e, ai（閉音節のみ）, a, o, u, 1, W, @/である。*

は末子音としてもあらわれうるものを、**は子音連続の第二要素とし

てあらわれるものをしめす。このほか低声調（アクセント記号なし）

と高声調（鋭アクセント記号　́でしめす）が弁別的である。

語末の-aはしばしば弱化して-@となり、後続する要素と一体化して、

一音節半語のように発音される傾向にある。藤原［2008］などでは実

際の発音に即して弱化した-@で表記していた。しかし本稿では、弱化

しうる環境が予測可能であることから、弱化していない形式である-a

のまま表記している。なお、弱化しうる環境は語境界、接語境界、接

辞境界である。
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3 記号・略号一覧
/A/ Aは音素表記

+ 複合語境界

- 接辞境界

= 接語境界

CL（CLassifier） 類別詞

COM（COMitative） 共同格

COND（CONDitional） 条件

COP（COPula） 繋辞

DP（Dynamic Predicate marker） 動態述部標識

GEN（GENitive） 属格

IMP（IMPerative） 命令

LOC（LOCative） 場所格

NEG（NEGative） 否定

NMLZ（NoMinaLiZer） 名詞化標識

OBJ（OBJective） 目的格

PRD（PReDicate marker） 述部標識

PRF（PeRFect） 完了

SEQ（SEQuential） 継起

SCLM（Subordinate CLause Marker） 従属節標識

n（noun） 名詞

v（verb） 動詞
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4 ことわざ

チャック語にことわざがどれだけあるかはあきらかではない。多数

あることはまちがいないけれども、実際に暗唱できる人はすくない。

（1）∼（17）は、Mong Nu Cing［1998:34］に紹介されているチャック語

のことわざである。バングラ文字で表記されたチャック語から推定さ

れる表現を、語釈をつけて “a” にしめした。Mong Nu Cing［1998:34］

にあがっているバングラ語訳に日本語訳をつけて “b”にしめした。

(1) a. PaN

paddy

+ǵıN

+house

=yaN

=OBJ

Pa-

NEG-

nı́N

win

=áWP,

=NEG.PRD

PaNs@buN

heap.of.straw

=NaN

=OBJ

nı́N

win
=heP.

=DP

焼き畑の家に勝たず、藁の山に勝つ

注日本語では「強きをたすけ、弱きをくじく」あるいは「強

いものには弱く、弱いものには強く」に対応する。

b. F+EĆ+r B+Ć+, n+r+Em+r z+m/

強者の帰依者、弱者の死神

(2) a. kvu

dog

=waN

=OBJ

kruP

love

=neP,

=COND

Pas@k@nú

nose

=waN

=OBJ

PátaP

lick

=heP.

=DP

犬を愛すると、鼻をなめる

注日本語では「甘やかすとつけあがる」あるいは「飼い犬に

手をかまれる」に対応する。

b. p›+F›+y Yd+El+ mATAy uEW+/

寛大さをあたえると、頭にのぼる

(3) a. wvukvú

elephant

kaiP

run

(-pre)

(-end)

=lo

=back

=wa,

=LOC

múN

pestle

phé

shoulder(v)

=heP.

=DP

象が走り去ったあとで、杵をかつぐ

注原文に-pre “-end”はかかれていないけれども、あったほう

がわかりやすい。日本語では「被害をうけてから対策をう

つ」、「あとのまつり」あるいは「後悔先に立たず」などに対

応する。

b. EcA+r pAlAEl+ b˚Yů+ bAER+/
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泥棒が逃げてから、知恵が増える

(4) a. phúNt@n1N

stump

=Na

=LOC

â@âoP

trip.over

=âóNme,

=only.after

s@d́ıP

consciousness

lu

get

=heP.

=DP

切り株につまずいてからはじめて気づく

注日本語では「つまずいてはじめてわかる」あるいは「あつ

ものにこりてなますをふく」に対応する。

b. aACAR EK+El+ jAygA Yc+En+/

滑ってから、場所を知る

注 DAĂA EK+El+ pAĂA h+y「叩かれて、成熟する」ともいう。

(5) a. tháPlaN

half

Púku

water.pot

r@mẂ

move

=heP.

=DP

半分の水がめはゆれる

注日本語では「中途半端が一番こわい」あるいは「生兵法は

大怪我のもと」に対応する。

b. aæ+ Yb+dUA B+y+Ś+rI/

中途半端な知識は危険

(6) a. báNbáN

very.much

sá

eat

=gá

=NMLZ

r1

do

=góP,

=SEQ

cı́Psa

little

=yWP

=even

Pá-

NEG-

sa

eat

-áo

-can

=náiN.

=NEG.PRF

たくさん食べようとして、すこしも食べられない

注日本語では「二兎をおうものは一兎をもえず」に対応する。

b. aYt+ ElA+EB+ tAYw+ n+ò+/

欲張った分だけダメになる

(7) a. PácWsa

near

=a

=LOC

=gá

=GEN

Pás@áe

smell(n)

náN

smell(v)

=heP,

=DP

láNcaiNbroN

be.very.far

=Na

=LOC

=gá

=GEN

kraiN

odour(v)

=heP.

=DP

ちかくにあるものはくさいにおいがし、とおくにあるものは

いいにおいがする

注日本語では「隣の芝生は青い」に対応する。

b. Eg+QEyA+ EzA+gI YB+ĞA pAy nA/

同郷の隠者は施しを得ない
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注 EGA+RA Yx+YŤ+Ey+ GAs KAy「馬が飛び越えてきて草をたべる」

ともいう。

(8) a. hó

boat

yáN

CL:vehicle

-na

-one

=a

=LOC

t@na

fish

ma

CL:animal

-ra

-one

áú

rot

=neP,

=COND

sáiNsáiN

all

áú

rot
=heP.

=DP

船一艘で魚一匹が腐れば、すべて腐る

注日本語では「蟻の一穴」に対応する。

b. eEk+r B˚El+ d+EF+r s+b+LnAF/

一人の失敗で十人が全滅

注 eEk+r EdA+ES+ s+bAr b+dnAm「一人の罪で全員に汚名」とも

いう。

(9) a. dúPkhá

unhappiness

Pa-

NEG-

háN

suffer

=neP,

=COND

súPkhá

happiness

Pá-

NEG-

lu

get

=áWP.

=NEG.PRD

不幸に耐えずして幸福なし

注 サック語話者によると、さらに “dúPkhá háN=neP, súPkhá

lu=heP”「不幸に耐えれば幸福がある」とつづく。日本語で

は「働かざるもの食うべからず」に対応する。

b. k+ò+ k+rEl+ Ek+ò+ Ym+El+/

苦労すれば収穫がある

(10) a. Pása

son

Pá-

NEG-

ke

be.born

=mı́N

=before

váiPlı́N

cradle

SaP

make.somethinig.by.using.bamboo
=heP.

=DP

息子がうまれる前にゆりかごをつくる

注日本語では「とらぬ狸の皮算用」に対応する。

b. gAEC+ kAQWAl EgAQEP+ Et+l/

ジャックフルーツの木があるだけで口ひげに油をぬる

注 ジャックフルーツを食べるときには口ひげに油をぬる

ところから、まだジャックフルーツがとれていもいないの

に、そのような準備をするということを表現している。溝上

［1988:211］にも同様のことわざがみられる。
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(11) a. ćıN

thick

=goP

=SEQ

=ká

=GEN

(Pá)siN

become.dark

=gá

=NMLZ

hráNgr1

cloud

Pa-

NEG-

vé

rain(v)

=áWP.

=NEG.PRD

どんよりとして暗い雲は、雨が降らない

注日本語では「みかけだおし」や「口だけ」に対応する。

b. z+t+ g+Ej+L t+t+ b+ES+L nA

雷がなるからといって雨がふるわけではない

(12) a. Pahúbó

forehead

=wa

=LOC

rwé

write

=goP

=SEQ

Na

exist

=neP,

=COND

kaiP

run.away

=kóP

=SEQ

Pá-

NEG-

lwaiP

get.free
=áWP.

=NEG.PRD

額に書かれていれば、逃げて自由になれない

注 Pahúbóには「額」という意味と「運命」という意味の両方

があるので、「運命から逃れることはできない」という意味

にも解釈できる。

b. BAEgU+r Yl+K+n zAy nA K+ľ+n/

運命に書かれていれば、逆らえない

注奈良［1995:115］では「運命は書き直しがきかぬ」と紹介

されている。なお、Yb+DAtAr Yl+K+n zAy nA K+ľ+n「神が書い

たものには逆らえない」ともいう。

(13) a. púPr@pẂ

plate.with.rice

=Pa

=LOC

Si

feces

cáiP

shit

=heP.

=DP

お膳でクソをする

注日本語では「台無しにする」に対応する。

b. bARA BAEt+ CA+i Ed+oyA/

ご飯を給仕するときに灰をあたえる

(14) a. Pa-

NEG-

mı́

be.good

=PeP

=NEG.SCLM

=ká

=NMLZ

káNtháN

news

Pu

fowl

kW

crow(v)

=heP.

=DP

よくない知らせはニワトリが鳴く

注日本語では「悪事千里をはしる」に対応する。

b. k˚s+MbAd bAtAEs+r aAEg+ DAy/

悪い知らせは風よりも先にいく
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(15) a. t@hú

hand

=ṔıN

=COM

pyáN

repair

=heP,

=DP

Páta

foot

=ṔıN

=COM

Pacı́

break

=heP.

=DP

手で直して、足で壊す

注日本語では「借金で借金を返す」に相当する。

b. kAcA DAEn+ m++i Ed+oyA/

稲が実らないうちから耕す

注 g+ı Em+Er+ j˚tA dAn「牛を殺してサンダルを与える」とも

いう。

(16) a. ka

place.under

=a

=LOC

vaiN

fire

=Na

=LOC

túN

sit

=goP,

=SEQ

Pı́

water

Pa-

NEG-

r@máP

be.thirsty
=PéP.

=NEG.IMP

下に火のあるところにすわって水をもとめるな

注 日本語では「ないものねだりをする」、「山上に魚をもと

む」に相当する。

b. BAs+mAn EB+lAy b+Es+ Yp+pAsA pAoyA YW+k n+y/

浮いた筏に乗って、喉が乾くのはおかしい

注 bAm+n h+Ey+ cAQEd+ hAt Yd+o nA !「小男なのに手で月をとろう

とするな」ともいう。

(17) a. P1sı́P

shrimp

+Páphro

+white

t@na

fish

Pá-

NEG-

r1

COP

=áWP,

=NEG.PRD

Pá-

NEG-

sa

eat

-áo

-can

=eP

=NEG.SCLM

=ká

=NMLZ

lú

human

lú

human

Pá-

NEG-

r1

COP

=áWP.

=NEG.PRD

白いエビは魚ではない、食べられない輩は人間ではない

注「白いエビには価値がないし、食べられない（貧乏な）人

間は、人間ではない」という意味。

b. Yc+MYR+ m+‹+sU+ n+y, g+rIb ElA+k mAn˚S Yh+Es+Eb+ g+NU+ n+y/

エビは魚ではないし、貧しい人間は人間とはいえない

（18）∼（21）のことわざは、筆者が収集したものである。

(18) a. mı́

be.good

=heP

=DP

=ká

=NMLZ

lú

human

=ṔıN

=COM

túN

stay

=neP,

=COND

sa

eat

=góP

=SEQ

Pá-

NEG-

suN

end
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=áWP,

=NEG.PRD

Pa-

NEG-

mı́

be.good

=PeP

=NEG.SCLM

=ká

=NMLZ

lú

human

=ṔıN

=COM

túN

stay

=neP,

=COND

ywa

get.punishment

=góP

=SEQ

Pá-

NEG-

suN

end

=áWP.

=NEG.PRD

良い人といれば、食べてもなくならないが、悪い人といれ

ば、罰がなくならない

b. s+‹+ s+EŤ+ –+g+LbAs, as+‹+ s+EŤ+ s+b+LnAF/

正直者といれば天国、不正直者といれば監獄（破滅する）

注奈良［1995:115］では「善（人）とともに居れば天国に住

み、悪（人）とともに居ればすべてが破滅」と紹介されて

いる。

(19) a. tiP

cooking.pot

Pa-

NEG-

ká

be.hot

=mı́N,

=before

kraPlaP

lid.of.pot

ká

be.hot

=heP.

=DP

鍋が熱くなる前に、鍋蓋が熱くなる

注藪［1995:147］に「鍋は熱くないのに鍋蓋が熱い」という、

ほぼ同じことわざが紹介されている。意味は「当事者はそれ

ほどに考えていないのに、周囲が騒ぎたてる」と説明されて

いる。

b. sˇEz+Lr Ec+Ey+ bAYl+r uňAp Eb+YF+/

太陽よりも砂の方が熱い

(20) a. náNsa

younger.daughter.in.law

=âoNma

=than

náNbroN

elder.daughter.in.law

táN

get.worse

=heP.

=DP

年少の嫁より年長の嫁のほうが悪い

b. mAEy+r Ec+Ey+ mAYs+r d+r+d Eb+YF+/

母よりも叔母の愛情が多い

注奈良［1995:116］では「母の愛情より（母方の）叔母の愛

情が多過ぎる」と紹介されている。

(21) naPtaiP

night

=ká

=GEN

tú

word

=waN

=OBJ

lú

human

táiP

hear

=heP,

=DP

le

field

=ya

=LOC

=gá

=GEN

PaN

paddy

=NaN

=OBJ

casa

sparrow

sa

eat

=heP.

=DP

夜に話をしても人に聞かれるかもしれないし、田んぼで話をし
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ても雀に聞かれるかもしれない

注日本語では「壁に耳あり障子に目あり」に対応する。このこ

とわざはビルマ・ラカイン州ではなされるサック語の話者から

きいたものを、チャック語で表記したものである。サック語と

チャック語は、音声的な相違が散見されるけれども、相互理解

がほぼ可能である。

参考文献

[1] 奈良毅（なら・つよし）. 1995.「バングラデシュのことわざ」柴田

武・谷川俊太郎・矢川澄子編『世界ことわざ大事典』東京: 大修館、

pp. 111–126.

[2] 藤原敬介（ふじわら・けいすけ）. 2008.「チャック語の記述言語学

的研究」京都大学大学院文学研究科博士論文. lix + 942pp.

[3] 溝上富夫（みぞかみ・とみお）. 1988.「ベンガル語の諺」大野徹研

究代表『東南アジア及び南アジア諸国に於ける俚諺・格言の用法

に関する比較研究』（昭和 61・62 年度科学研究費補助金研究成果

報告書）箕面: 大阪外国語大学東南アジア・南アジア言語研究会、

pp. 205–215.

[4] 藪司郎（やぶ・しろう）. 1995.「ビルマのことわざ」柴田武・谷川俊

太郎・矢川澄子編『世界ことわざ大事典』東京: 大修館、pp. 138–149.

[5] m+M n˚ Yc+M (Mong Nu Cing) 1998. rAkAh˛ / viii + 38pp. bAÅ+rbAn :

up+jAtIy+ sAMø˘Yt+k iÊYw+Yw+uw.

[6] Huziwara, Keisuke. 2016. Cak-English-Bangla dictionary: a Tibeto-

Burman language spoken in Bangladesh. Dhaka: A H Development

Publishing House.

（附記）本稿は科学研究費補助金（課題番号 25770154）による研究成

果の一部である。

13


